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　生涯発達心理学は，文字どおり生涯にわたる発達を見通しながら

人の一生を探究する学問である。

　筆者（鈴木）が学生の頃，発達心理学といえば子どもの発達が主

たるテーマであった。広くとっても人生の前半，赤ちゃんから子ど

も，そして大人になるまでの発達が主たる研究対象だった。あえて

いえば，まだ大人として完成していない時期に，どのような経過を

経て大人という完成態になるのかを探究するという前提があったよ

うに思う。少なくとも学ぶ側にはそう感じられた。

　さらにいうと，大人になってからの変化といえば，高齢期に向か

っての，さまざまな意味での衰え──機能低下や喪失が焦点になっ

た。人生後半については，いろいろなことがどれだけ「できなくな

るか」「失うか」という意味で，ネガティブなものとして捉えられ

ていたと思う。

　しかしこのテキストを手にしている読者は，大学に入学し，すで

に大人の仲間入りをしているとして，自分の発達は完成しつつある

と思うだろうか。背が伸びることはもうないかもしれないが，これ

から先，変わっていく余地は大いにあり，未来の自分は容易に想像

できないのではないか。小学生から中学生，高校生へと発達してき

たように，これから大学で学び社会に出て，「一人前」になってい

く過程で，やはり発達するのではないか。そして身近にいる大人を

思い浮かべてみよう。40 歳代や 50 歳代の人たちは，もう発達が止

まったと見えるだろうか。

　生涯発達心理学は，大人になって以降も発達は続くと仮定したう

えで，その発達とはどのようなものかを探究する学問である。大人
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になって以降，人生後半に「発達」という観点からポジティブな意

味を見出そうとするといってもよい。言い換えれば，生涯全体を見

通して発達を考えることにより，発達ということの意味そのものを

捉えなおそうとするのである。

　最近のアメリカのデータから具体例を示そう。グラフは，3つの

指標について 20 歳代から 70 歳代までの各世代が何％の割合を占

めるかをグラフにしたものである（Salthouse, 2012）。

　図中の●の実線はアメリカの人口である。どの年代も人口の 5％

から 10％までを占めており，カーブは緩やかである。▽の点線は，

図　20～70 歳代の各世代が占める割合

割
合

20 30 40 50 60 70

年齢（歳）
80

0

5

10

15

25

30

35

推論能力で上位 25％

アメリカの上位 500社のCEO

アメリカの人口

20

(%)

（出所）　Salthouse, 2012 を一部改変。
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知能検査（WAIS-Ⅳ）の推論能力で上位 25％がどの年齢に多いかを

示したものである。見てわかるように，20 歳代から 30 歳代が突出

して多い。本文で詳しく解説するが，推論能力は加齢にともなう低

下が比較的大きなものであり，それが反映されている。

　■の破線はアメリカのフォーチュン誌が選んだ 2009 年の全米上

位 500 社の CEO（最高経営責任者）がどの年代に多いかを示してい

る。知能とは対照的に，50 歳代から 60 歳代が飛びぬけて多い。

CEOとは，その企業の命運を左右する重要事項の交渉や決定を行

ない，結果に責任を負う役職である。膨大な関連知識を踏まえ将来

を見越して会社の舵取りをするわけで，中年期以降の人に多いから

といって，年功序列で生き残った人が就くわけではない。むしろ生

き馬の目を抜くような競争に勝ち残った人が任される役職で，知能

検査で測られる能力とは別の知性が求められるだろう。このグラフ

は，そのような知性が実際にビジネス社会で生きてはたらいている

ことを示している。

　推論能力は個人内の特性であるのに対して，CEOはいわば社会

的な役割である。大きくいえば，「社会のなかの個人」を評価する

指標である。生涯発達心理学は，単純に個人内の変化を扱うという

だけでなく，社会（環境）のなかの個人を問題にするという側面も

強い。

　生涯にわたる発達とは，要するに人の一生ということだから，多

くの場合が長い年月にわたる。その間に社会は大きく変化する。大

人になり人生後半を迎えれば，自分の子どもや後継者を育て，自分

が培ったものを手渡すことになるが，若い世代が生きる未来は，そ

れまでとは異なる社会，環境になることが確実であろう。人の一生

という長い時間経過を問題にすることは，発達を絶えざる環境変化

のなかで考えることを要求するのである。
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　近代から現代にかけてはことに環境の変化が著しい。最近は

SNSの普及がよく話題になる。通信手段の発達でいえば，筆者が

子どもの頃には自宅にまだ電話がない家が多かった。小学生のとき

のクラス名簿（個人情報への配慮から，いまでは配布されなくなった）

に「連絡先」の欄があり，多くの家では近所の人の氏名が書かれて

「呼出」とあった。他人の家にあがらないと電話をかけられなかっ

たわけで，家族の外と手軽に連絡を取りあうことは難しかった。さ

らに昭和以前にさかのぼれば，一般社会に電話がほとんど存在しな

かった。知りあいの家に用事があればその家を訪ねていくことにな

る。当然留守のことがある。明治期の作家の日記によれば，友人を

訪ねても不在で，家にあがってしばらく待っていたが結局会えずに

帰ってきた，という記述が多いという。そういう社会に暮らしてい

ると，他者との関係のとり方や考え方がいまとは少し違っていただ

ろうと想像される。

　たとえば何か交渉事があって友人の家を訪ねたとしよう。相手が

不在でしかたなく長く待っている間に，相手の状況に思いをめぐら

し，自分の当初の考えを変えることもあっただろう。他者とすぐに

コミュニケーションがとれることは，相手の立場に立つ暇もなくす

ぐに交渉に入ることになり，便利な反面，衝突も多くなっただろう。

　個人がどのように発達するかは，その個人がどのような環境で生

まれて成長し，大人になり，歳をとっていくかということに左右さ

れる。「発達は環境に埋め込まれている」ということを発達研究の

基本的前提にしようというのが，生涯発達心理学の中心的な前提で

ある。

　本書は，第Ⅰ部の 3つの章で生涯発達心理学の理論的背景（第 1

章）と認知発達の基盤（第 2，3章）について概観し，第Ⅱ部では他
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者との関係性と自己の発達にも焦点をあて，大まかに人生前半と人

生後半に分けて解説をする。他者との関係性は第 4章と第 7章，自

己の発達は第 5章と第 8章，認知能力は乳幼児期を解説した第 2，3

章を受けて，小学生から高齢期までを第 6章で扱い，第 9章で，全

体をまとめる意味で人としての成熟と英知を解説する。

　社会のなかで他者と関わりながら，人がどう発達するのか。子ど

ものときだけでなく，大人になって以降も含めた生涯にわたる発達

について，読者がイメージを作る手助けに本書がなることを願う。

2016 年 8 月

著者を代表して

鈴 木 　忠
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1　人はいかに成熟するのか
 　　　　　

自他の感情と向きあう
天真爛漫な人を子どものように率直で素直

だというが，本当に子どものように感情を

表に出す大人はあまりいない。人間関係のなかでもまれながらも精

神的健康を保って生きていくうえで，感情をコントロールすること

は，大人としての成熟の重要な側面であり，心理的なウエルビーイ

ング（第 7章参照）につながっている。ラブヴィ・ヴィーフは，感

情制御の原理には一般的に 2つの軸があるとする理論を提案してい

る（Labouvie-Vief et al., 1989; Labouvie-Vief & Medler, 2002）。

　ひとつは自分自身の快を追求する軸である。いつもできるだけ満

足感をもちハッピーな気分でいたい，という傾向は，健康な人なら

誰もがもっている。自分の心の安定（快）に結びつかないことに深

く関わらないようにする傾向がある（快に向けての感情の最適化）。た

とえばテレビで事故や災害のニュースを見て，そのたびに心の底か

ら共感して涙を流すことを私たちはしない。もしもそうしていたら

相当に不安定な感情状態になってしまう。

　一方，いろいろな感情を知り，自分のなかにさまざまな感情を見

出そうとする傾向もある（感情の分節化）。自分が経験していない他

者の感情を類推し推し量ることで自分の感情生活を豊かにしようと

する傾向である。

　あるテレビ番組で次のようなシーンがあった。数万桁に及ぶある

数字を暗唱する年配の男性が世界記録に挑戦すべく，判定員や記録

員とともに出演した。男性の妻が手作りのおにぎりをもってきたり，

緊張で間違えてしまう彼の背中を撫でて励ましたりしていた。男性
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は何度も挑戦したものの，不運も重なり記録達成はならなかった。

番組の終わりにレポーターが夫婦に，今度生まれ変わったらまたい

まの相手といっしょになりたいかと質問した。男性はもちろんです

と答えたのに対し，妻は「次は別の人といっしょがいいなあ」と言

い，周囲は大きな笑いに包まれた。その言葉は文字どおりではない

だろうし，かといって反対の意味だけでもないように思えた。両方

の意味が何割かずつ入り混じった，人生のリアリティを反映した上

質のユーモアなのである。そのような言動に思わずほほえむことが

できるのは感情が分節化できるゆえであり，大人としての成熟だろ

う。それは自分自身の人生を豊かにすることに通じる。

　自分の快を追求することと他者のさまざまな感情を知ることは，

感情を制御するうえでの 2つの軸であり，それぞれの軸のどこに位

置するかによっていろいろなタイプ（個人差）がある。快を目指す

方向ばかりが強すぎて他者の感情状態に細やかに共感することがで

きない人は，成熟した大人として信頼されないかもしれない。その

一方，他人のいろいろな感情状態に敏感に反応しすぎて感情が不安

定な人も，周囲が安心して接することができないだろう。自分自身

の満足感や幸福感をどのくらい追求するか，他者の感情にどのくら

い敏感に反応するかによって，さまざまな成熟のしかたがある。

社会や人間関係のなか
での身の処し方　　　

人間の社会生活は家族から始まり，つねに

集団のなかで成長する。大人がさまざまな

人間関係のなかで精神的健康を保つ生き方

のスタイルに関して，リフは「環境習得」と「個人的成長」という

2つの次元をあげて説明している（Ryff, 1989; Schmutte & Ryff, 

1997）。「環境習得」とは，既存のさまざまな社会的ルールや人間関

係などの社会的環境における適応能力や積極性である。一方「個人

的成長」は，新しい刺激を求めて自分をつねに成長し拡大するもの
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と感じ変化していこうとする傾向である（図 9─1）。

　1958 年と 60 年にアメリカのある短大を卒業した女性たちを 60

歳まで 5回にわたって追跡した研究（Helson & Srivastava, 2001; Hel-

son & Wink, 1987）では，それら 2つの尺度得点の高低によって精

神的成熟のしかたを 4つのタイプに分けた（短大卒業時点では 4タイ

プはほとんど分化していないが，中年期になるとかなりはっきり分かれた）。

　環境習得が高く個人的成長が低いタイプ（保守型）は，社会規範

を素直に受容したタイプである。既存の社会規範によってしっかり

「しつけられて」おり，たとえば会社で昇進することや標準的な家

庭を築くことを，ほかの選択肢とあまり葛藤せずに第一と考える。

衝動を制御しルールに従うという点での自己コントロールに優れて

おり，生活の満足度も高い。しかし一方，基本的な価値観や社会通

念を疑ったり相対化したりすることがあまりない傾向がある。

　それに対して，環境習得が低く個人的成長が高いタイプ（探求型）

は，安定を犠牲にしても新しい刺激を求める。仕事についていえば，

他のタイプに比べて創造性は突出して高いが，逆に仕事が安定して

図 9─1　精神的成熟の 4類型

（出所）　Helson & Srivastava, 2001 をもとに作成。

Conservers
保守型

Achievers
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いることへの満足度は低い。支配的な価値観から独立していること

が心理的な負担とならず，むしろ精神的健康につながっている人た

ちである。

　一方，環境習得も個人的成長もともに高いタイプ（目標達成型）

は，世の中をうまく渡っていくことを肯定的に捉え，既存のルール

のなかで明確な目標を定め，それに向けて前向きにがんばる人たち

である。自分の目標達成のために既存の社会的枠組みを積極的に受

け入れ利用するので，それを批判的に吟味することは探求型よりも

少ない。

　大人としての成熟というと，既存の社会的枠組みのなかで大過な

くすごし多少の成功をおさめることをイメージすることが多いよう

に思う。しかしそれだけが成熟というわけではない。既存の考え方

に異議申し立てをする少数派に位置し続けることでこそ納得し満足

するような，いわば「とがった」成熟のしかた（探求型）もある。

上手な歳のとり方はけっしてひと通りではないのである。

2　英　　知
 　　　　　

英知とは何か
人は成熟とともに“賢く”もなっていく。

その場合の賢さとは，ふだんの経験から獲

得されるものであり，実践的知能（第 6章参照）の一種といってよ

い。ただ，実践的知能は特定の専門領域，典型的には職業経験と結

びついた熟達化の性格を強くもっているが，もっと一般的な，人が

生きていくことそのものに関わる問題についての賢さ，聡明さがあ

る。それを英知または知恵（wisdom）と呼ぶ。英知は，「ふつうは

どうするか」といった通り一遍の知識ではなく，さりとて奇をてら
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った解決法でもない。人間や社会についての豊富な知識に裏打ちさ

れた，柔軟で明確な見識をもちあわせていることが大きな条件であ

る。

英知の測定：英知に関
係した知識　　　　　

英知を心理学的にどのように測定したらよ

いだろうか。人が生きていくことに関わる，

簡単に答えのでない問題を出し，英知の理

論にもとづいて回答を評価し得点化する研究がなされている。英知

研究をリードしてきたバルテスらは，次のような評価の観点を提案

している（Baltes et al., 1991; Baltes & Staudinger, 2000）。人間のもつ

考え方や行動パターン，人間どうしで起こる葛藤やトラブルの対処

法，社会のルールや習慣，人の発達・加齢のしかたの多様性につい

て，豊富な知識をもっていることが基本である。しかしそれだけで

は不十分である。単なる物知りは英知ある人ではない。豊富な知識

に裏付けられた自分なりの考えをもつこと，そのうえで自分の考え

に固執することなく，それが正しいと思う根拠を自覚し，相対化す

る構えができていることが必要である。

　バルテスらの実験（Staudinger & Baltes, 1996）から具体的に見て

みよう。英知を問う問題として，たとえば次のような問題が出され

る。

　ある人のもとへ親友から電話がかかってきました。にっちもさ

っちもいかなくなり，自殺するつもりだというのです。どうすれ

ばよいでしょうか？

　「どうすればよいか？」というのは，電話をかけてきた相手にど

う答えるのが適切かという意味ではない。当事者に直接答えるには

さらに細かな事情を知る必要があるし，カウンセリングなどの専門
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知識をもっている人が有利だろう。ここでは，上のような問題を考

える際の背景知識としてどのようなことを想起し，どう重みづけを

して自分の考えをまとめるかを問題にしている。上の問題に対して

バルテスらがあげた解答例は次のようなものである。

　この問題は，とにかく何らかの返事をしなくてはならないとい

う実際的な側面がある一方で，人間は自殺が許されるのかという

哲学的な側面をも考えなくてはなりません。第一に，この決断は

長いプロセスを経たうえでの結果なのか，ある状況下での一時的

な反応なのかを知る必要があります。後者の場合は，その状況が

どのくらい長く持続するのかはっきりしません。状況によっては，

自殺を考えることが理解できるかもしれない。しかし誰しも簡単

に人生をあきらめるべきではない。もしもほんとうに死を選ぶの

ならば，それに値するような「戦い」をしなくてはなりません。

また，死にたいという人に対して別の道を示す責任が私たちには

あります。現在の社会は，老人が自ら命を絶つことを徐々に受け

入れるようになってきていますが，それは危険なことだと考える

べきでしょう。自殺そのものがいけないという理由に加えて，社

会がうまく機能しなくなるからです（Staudinger & Baltes, 1996, p. 

762 より訳出）。

　この解答はどのような点で優れているのだろうか。実際的な側面

とともに哲学的にも考えなくてはならないというのは，自殺という

深刻な問題を考える際に必要な幅広い視野を感じさせる。当人にと

ってだけでなく，人間存在そのものに関わる問題だという視点であ

る。衝動的な決断でないかどうかを知る必要があり，もし熟慮の末

であるなら自殺という決断を理解しうる場合もあるかもしれないと
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●アルファベット

Fと G（事例）      4，71─72
QOL　→生活の質
SOC      162─163
　──方略      130，193
　──理論      130，187

●あ　行

愛      10，103
愛着（アタッチメント）      6，66，83，153
　──行動      66─67，153
　──の個人差      68
　──のタイプ      71，73
　──の内的ワーキングモデル      67─

68
　──パターン      99
　──理論      66
アイデンティティ      10，102─104，150
　──拡散      105─106
　──混乱      10，103
　──・ステイタス      105─107
　──達成      105
遊　び      74─77，138
　共同──      75─77，138
　ひとり──      75─76
　ふり──      41─45，47
　並行──      47，75─76
　連合──      75─77
扱いにくい（やすい）子ども      85─86
アルコール依存症      157，175─176
安全基地      68
安定型（Bタイプ）      70，73
暗黙知      134
育児ストレス      160─161
イクメン      160

一次的ことば      110
遺　伝      4
　──と環境      100
「いま，ここ」      109─110，179
イメージ操作      119，124
インフォーマル（非公式）な活動      

139
ウエルビーイング      163─164，194
噓      56
英　知      10，197
　──課題      200─201
エストロゲン      147
エピジェネシス      25
横断的方法      14，122
親準備性      159

●か　行

外向性      99
回避型（Aタイプ）      70，73
外部化（方略）      112
核家族化      159
獲得／喪失のダイナミズム      22
数の保存      48─49，57，110
仮説演繹的な推論      115
仮想的な認識      42
可塑性      72，176
葛　藤      9，11，104，145，149
空の巣      156
　──症候群      22，175─176
加齢の主体的制御      193
感覚運動期      28，83
感覚と運動の協応      31
環　境      4
　──への適応力      133
環境習得      195─196
関係の表象      43
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記　憶      200
危　機      104
気　質      71，85─87，99
基本的生活習慣      85，88─89，99
9 カ月革命      37，51，77
吸啜反射      27，32
協　応      32
共感性      63，90
共同注意      37
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勤勉性      10，139
具体的操作期      52，110，116
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ケ　ア      10，158，160，180─181
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経験から学ぶ      133，135，204
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傾倒　→積極的関与
結　婚      18，21，150，154，168
限界テスト      125
言語的知識      119
原始反射      27─28，31，61，63
原始歩行      27─28
語彙爆発      44
公益性      204
向社会的行動      140，141
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高齢化      183
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互恵性      158
心の理論      51，55─56
個人的成長      195─196
個　性      87
コホート      16，119─120
　──効果      16，18，124 
　就職──      16
　生年──      16，120
孤　立      10，103，149，179

コンピテンス      83─84
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最適化      129，187
サクセスフル・エイジング（「上手に歳

をとる」）      129，136，193
作動記憶（ワーキングメモリ）      200，

204
三項関係      36─37
3 歳児神話      159
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187，190
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　──投入      104
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　──理解      93
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人生回顧      188
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制　御      129，170
成　熟      193，195
　精神的──      196
生殖性　→ジェネラティヴィティ
生得的制約      32
性役割      95
　──行動      96
世代間伝達      180
世代性発達      187
積極的関与（傾倒，自己投入）      104
接近行動      67
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●た　行

胎芽期      25
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第 2 の人生      178
他者の視点      58，203，205
多重役割      171
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脱衛星化      145
探索行動      68，70─71
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知的好奇心      83
知　能      118─120，124，132，200
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人見知り      38，64，74
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百寿者      189
標準的要因      17
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不安定型      70
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フォークロージャー      106
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　熟年──      156
利他的行動      187
リハーサル      112─113
領域固有性      134
劣等感      10，94，99，139
連続性      103
老年的超越      189─190
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